
〔共通科目〕　ＰＢＬ実習 
 

（教師支援ツール） 

 

文部科学省　令和２年度　専修学校による地域産業中核的人材養成事業 
「モノづくり産業におけるイノベーティブ産業人材教育プログラム開発事業」  

 
リカレント教育 

 

 
付帯資料：某中小企業事例  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〔基礎〕ビジネス概論  

専修学校“一年制・研究課程”年間授業構成（科目）  

〔基礎〕技術概論  

〔領域〕コンピテンシー  
(ロールプレイング)  

〔領域〕イノベーション・ツール事例  
(最先端技術・プロジェクト事例)  

〔ＰＢＬ〕PBL実習  
(チーム実践型研究)  

〔ＰＢＬ〕イノベーション構想(チーム実践型研究)  

初
期
講
義 

イノベーション構想(復習：個人研究論文)  

研
究
成
果
発
表
会 

本科目の位置付け

「Society5.0」“イノベーテイブ人材”教育プログラム構成（教育内容）  

 
〔基礎〕技術概論・ビジネス概論  

本教育に必要な項目についてそのレ
ベル設定された基礎知識として学ぶ  

 

 
〔領域〕コンピテンシー  

個々のスキル・経験職の発揮手法を  
事例を活用してPBLの疑似体験を行う  

 

〔領域〕イノベーション・ツール事例  
「Society5.0」に対応した最先端技術  

情報とそれらを活用したプロジェクト事
例を活きた教材として学ぶ  

 
〔ＰＢＬ〕PBL実習(チーム実践型研究)  

テーマ：地域産業の創生に向けた挑戦構想①  
　　　　　　　　　　自社の「課題解決」「業績改善」(論理的根拠)  

   
〔ＰＢＬ〕イノベーション構想(チーム実践型研究)  
テーマ：地域産業の創生に向けた挑戦構想②  

　　　　　　　　　自社の「課題解決」「業績改善」「新規事業」  
 

初
期
講
義 

 
イノベーション構想(復習：個人研究論文)  
テーマ：自社の次代に向けた挑戦構想②  

　　　　　　　「課題解決」「業績改善」「新規事業」  
 

研
究
成
果
発
表
会 

(　e-ラーニング  )  

(　e-ラーニング  )  

本科目の“一年制・研究課程”の科目構成に於ける位置付けは、基礎教材でレベル合わせをした上で、 
コンピテンシー領域で役割と力量について学び、PBL領域で構想をまとめて教育成果物を取り纏めます。 
 

本科目の“一年制・研究課程”の教育内容に於ける位置付けは、基礎・領域科目を踏まえた共通科目の 
領域知識として学びます。 
特に本教育プログラムでは、学習すべき内容を“必要情報を入手し理解し自ら創造”することを学びましょう。 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教師支援ツールについて 

１、本科目の学習に際し、２種類の教科書が準備されています。 
　①教師支援ツール・・・本科目の教育に際し教師が活用する教科書です。（指導要綱が赤色で記述されています） 
　②研究生用教科書・・・教師支援ツールの指導要綱（赤色部がなくブランク（空欄）になっている）が削除されている教科書です。 
　　　　　　　　　　　　　　　☆本教科書は教師の指導内容を聞き、その指導内容をメモして“知り、理解する”する為のものです。 
　　　　　　　　　　　　　　　☆また、“理解”する際にブランク（空欄）に自社の内容を当て嵌めることで理解を深めることができます。 
　　　　　　　　　　　　　　　☆更には、この手法で自社ケースを解き明かし、創造する自社版の教科書化を図ることができます。 

２、本科目は”共通：ＰＢＬ実習”について学ぶとともに下記の教育成果物を創出させる授業を以下の要領で行います。 
　①講義は全員に対し行います。 
　　・・・その時、受講生は各自、教科書のブランク（空白）部に自社のケースを当て嵌めることで理解深めてゆきます。 
　　　　また、その成果が自社の業績改善の調査・分析・設計の論理的根拠とその結果になります。 
　②ワークは全員（４０名）を約５つのグループ（バラして８名を編成）に編成します（一年間の固定グループです） 
　　・・・そのグループで自社のケースを踏まえ、地域産業の次代の振興についてテーマを設定し課題と課題解決について 
　　　　　討議し結果を取り纏めてゆきます、その結果は別枠“ＰＢＬイノベーション構想”の論理的根拠とすることができます。 

 
 

 
 
☆本科目の学習に際しては、学ぶべきことを視覚的に 

“構図形式”で表現された中に“テーマ”が最適な位置に配置されています。 
　　　　　　そして、その”テーマ”ごとに具体的内容を学習してゆきます。 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【　目次　】  

 

 
P-１４ 

 

 
P-３０ 

 

 
P-２９ 

 

 
【Ⅳ】課題解決  
 

 
 
(１)総合的課題と解決への挑戦  
 
 (２)イノベーション・ツール事例の活用・応用の研究  

(３)次世代イノベーション・ツール　概略仕様体系  

(４)次世代イノベーション・ツール　基本計画イメージ   
 
(５)イノベーション構想(可能性)  
 
 

 
(６)“新規事業”実現プロジェクト計画  
 

 
【Ⅰ】生産性向上  
 

 
(１)　企業情報の概要  
  
(２)　基本情報の整備  
  
(３)　業務情報の整備  
  
(４)　業務情報連携の整備  
  
(５－①)不具合情報の整備  
  
(５－②)　不具合の概要と原因体系  
 

 
 
(５－③)不具合発生状況情報の概要  
 
 

 
 
(５－④)　不具合原因と再発防止追求要件  
 
 

 
【Ⅱ】計画利益  
 

 
 
(１)本質を理解することで経営課題の切り口が見えてくる  
 
 

 
 
(２)本質を理解することで経営課題解決手法が解ける  
 
 

 
 
(３)是非、知っておきたい“WBS”の基礎知識  
 
 

 
(４)コンプライアンス(法令順守)対策イメージ  
  
(５)業務WBS・品質基準の可視化・共有化イメージ  
 

 
 
(６)対象業務のキャリア・パスの形成  
 
 

 
【Ⅲ】課題発見  
 

(１)世界的ビジネスルールの変革(イメージ)  

(２)次世代イノベーション・ツール　(変革の特徴)  
 
(３)改革の見極め  
  
(４)売上分析  
  
(５)利益分析  
  
(６)コスト分析  
  
(７－①)業績傾向分析  
  
(７－②)業績傾向分析  
 

 
P-５ 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【Ⅰ】生産性向上  
 

 
(１)　企業情報の概要  
 

 
(２)　基本情報の整備  
 

 
(３)　業務情報の整備  
 

 
(４)　業務情報連携の整備  
 

 
(５－①)不具合情報の整備  
  
(５－②)　不具合の概要と原因体系  
 

 
 
(５－③)不具合発生状況情報の概要  
 
 

 
 
(５－④)　不具合原因と再発防止追求要件  
 
 

生産性向上とは・・・　一般的に組織が保有する経営資源を最大限に有効活用し、より小さな投資で、  
　　　　　　　　　　　　　　より大きな成果を生み出す為の取り組みを指す言葉と定義されています。  
　　 
 
業務効率化とは・・・その施策の１つで、業務の「ムリ・ムダ・ムラ」を省くことで、時間的・費用的な  
　　　　　　　　　　　　　　　　コスト削減を目指すことと定義されています。  
 

 
生産性＝ 
 

 
投入資源 
 

 
得られた成果  
 

☆本章では、現状の業績に対する生産性を研究する為に必要な企業の実態情報の整備のし方と生
産性を著しく阻害する要因について学習します。  
 

☆自社の実態を明らかにする為の必要な要件・項目について学びます。  

☆自社の実態を明らかにする為の基本情報の概要と表現のし方について学びます。  

☆自社の業務の種類・手順・人材配置を踏まえた業務実態を明らかにする為の手法について学びます。  

☆自社の業務の流れ・情報の流れを主体に業務実態を明らかにする為の手法について学びます。  
 

☆モノづくり企業に於ける一般的な不具合の工程別・視点別実態についての基礎知識  
を知り・理解し、自社を当て嵌め不具合実態を明らかにする為の手法について学びます。  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１、企業概要  
　①設立 
　②資本 
　③従業員 
　④売上 
　⑤主要商品　  
　⑥主要顧客  

※社長の理念　　※現状と将来  

２、主要商品事業  
　①対象商品　  
　②対象組織　  
　③リーダー　  
　④体制(部下)　  
　⑤業務(手順・成果物)　  
　⑥業務レベル  
　　(経験年数)・人材配置  
　⑦業務所要時数　  
　⑧連携組織・情報  

 
 
 
３、顧客情報  
　①主要顧客　  
　②見積基本仕様  
　③基本・特殊ケース実績  
　④その他の条件  

 
 
 

 
 
４、規則・ルール情報  
　①関係法律・  
　　　　　　業界ルール  
　②自社基準　  

 
 

 
 
 
５、その他の情報  
　①ミス・トラブル実績  
　②業績推移  
　③業界動向  
　④競合情報　  
　⑤顧客動向　  
　⑥引合い　(見積数)・　 　　　
受注(妥結額)実績　  
　⑦技術革新情報  

 
 
 

 
 
 
 
６、最新情報  
　①世界動向  
　②業界動向  
　③最新技術情報  
　④その他 
 

 
 
 

注：受入企業側と共通認識のもとに実施  

注：構想策定の為の必要情報  

【企業情報の概要】　（状況把握・分析に際し押さえておきたい情報） 

 

(１)　企業情報の概要 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安倍 

井上 

上田 

鎌田 

木下 

久保 

佐々木 

鈴木 

立花 

奈良 

ＣＡＤ　オペレーター  
（２名） 

対象商品 
システム商品  

(超薄板加工組立)  

部署名  技術部 

リーダー  遠藤 

【事業概要と現状】  
 
１、お客の要望を仕様化・設計・開発・販売（営業は別）  
２、現在、年間・１２～１５件程度販売  
３、造成・基礎工事関係は外注委託  
４、技術部隊；リーダー＋１０名  
５、約１ケ月で１～１．２５件製造のペース  
６、ミスが多く残業が多い  
７、リーダーのマネジメント力強化が必要  
注；事業化し約２２年経過、技術部隊の生産性が悪い  
　　　 

 
【工場の実態】
１、工場の製造は１８名体制  
２、ベテランが多く、スリム化している  
３、板金加工技術は一流、職人化  
４、約１ケ月で１ブースでは余力がありすぎる  
５、外注依存業務は内部でも対応可能  
 

時間がかかり過ぎ  

ミス発生が多い  

トラブル・クレーム多い  

工程が遅れがち  

原価追加発生が多い  

予算超過 

 
 

特に引合い数が減っている  
強みを活かした次の商品が  

絶対必要と感じている  
 
 

金融機関向けシステム商品事業  
リーダーの気付き“不安・心配”  

部員  １０名 

工場；１８名  

 
【企業概要】  
 
□設立　　　；１９９２年  
□資本  　　；３０００万円  
□従業員数；７８名  
□売上　　　；１５億円  
□主要顧客；金融機関・他  
 

自社の概要・状況について  

(参考情報)  
☆売上の約６０％が本商品事業  
☆平均１５案件／年  
☆平均・約６０００万円／案件  
☆基本利益率(目標)；３０％  
 

部下・氏名  

 

(２)　基本情報の整備 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井上

上田

安倍

木下 

鎌田

久保

井上

木下

鎌田 

井上 

上田 

安倍

久保

奈良

佐々木

久保 

佐々木

奈良

久保

上田

立花

鈴木

鈴木

鈴木

久保

佐々木

立花

立花

人材配置 

客先要望・条件

現地調査・権利調査

建設仕様計画
 

調査
企画 実施予算計画

推進ｽｹｼﾞｭｰﾙ計画

申請・届出書類作成

役所申請・届出

関係機関申請・届出

建設許認可取得

 
申請
届出

契約締結

全体配置計画

製造工程計画・管理

連携メーカー調整・管理

造成・基礎計画図

実行予算計画・管理

 
基本
計画

全体組立図

各組立図

電気系統図

空調装置図

機器取付要領図

強度計算書

 
基本
設計

塗装仕様書

組立要領図

試運転仕様書

部品図

加工要領図

 
詳細
設計 

  工程・品質管理

材料・加工・塗装

仮組立・搬出

造成・基礎工事

 
製造

 
工事 搬入・組立・取付

動作テスト・確認

試運転・引渡し

契約ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理

案件仕様・実績確認

保守・メンテ実施
 

保守
  報告書作成・提出

ご要望対応保守・メンテ 

対象業務名  

商品企画・開発業務  
(業務成果物ベース)  

２４ 

２４ 

２４ 

２４ 

２４ 

３２ 

８ 

３２ 

３２ 

４０ 

３２ 

４０ 

４０ 

６４ 

２４ 

１６ 

１６ 

２４ 

２４ 

４８ 

１６ 

４８ 

２４ 

８ 

８ 

（１６） 

（１６） 

（２４） 

実績時間 

対象外 

対象外 

別枠・検討  

１２ 

１０ 

１５ 

１０ 

８ 

８ 

 
１２ 

 １０ 

８ 

１２ 

１０ 

１５ 

８ 

６ 

１５ 

８ 

１５ 

６ 

８ 

１０ 

１５ 

１０ 

１０ 

経験年数 

 
 

１２年目～ 

 
 

７年～１２年目 

 
 

(配属)１年～６年目 

☆マネジメント 
☆仕様設計 
☆制御系 

☆業務全般 
☆全体設計 
☆現場対応 

☆客先・契約 
☆工程管理 
☆機器構成・運転 

必要スキル・力量 

商品企画・開発業務の実態調査  

外部・専門家  

 

(３)　業務情報の整備 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調査
企画

 
申請
届出 

 

 
基本
計画

 
基本
設計

 
詳細
設計 

 

 
製造

 
工事

対象業務名   商品企画・開発  

客先要望・条件 現地調査・権利調査

建設仕様計画

実施予算計画

推進ｽｹｼﾞｭｰﾙ計画

申請・届出書類作成

契約締結

全体配置計画

製造工程計画・管理

連携メーカー調整・管理 

造成・基礎計画図

実行予算計画・管理

全体組立図

各組立図

電気系統図

空調装置図

機器関係・見積  

強度計算書

塗装仕様書

組立要領図

試運転仕様書

部品図

加工要領図

工程・品質管理

材料・加工・塗装

仮組立・搬出

造成・基礎工事

搬入・組立・取付

動作テスト・確認

試運転・引渡し

 
お客様 

 

 
技術部 

 
工場  外部委託先 現場・役所

造成・基礎工事見積   

設計・製造仕様書  

（見積書）  

 
 

役所申請・届出  
関係機関申請・届出

建設許認可取得
 

機器取付要領図

造成・基礎工事図  

工場・総合調整  

（強度計算プログラム）  

（候補地、地権者、測量情報、環境情報、他）  

（造成工程・基礎工程、見積情報他）  

（付帯機器仕様・見積情報、他）  

（契約日、全体工程、試運転・立会・納品日、他）   （専門家・委託先（地権者調整含む））  

（特殊要望、工程、予算、他）  

（各付帯システム商品図、仕様書、他）  

（造成・基礎工事図、他）  

（特殊仕様を除き工法は標準化、他）  
ステンレス薄板折り曲げ・二重構造  

防水蜜・耐火構造  

（工場側の相談窓口、日程・品質管理、他）  

（関係書面一式準備）  

（各メーカー）  
空調、照明、自動ドア  

セキュリテイ、ＡＴＭ，他  

（テスト・試運転・引渡しまで工場側）  

（仕様概要）  
金融機関名、設置住所  

商品仕様・サイズ  
設置商品タイプ・台数  

各付帯システム・タイプ・個数  
性能仕様、特殊条件、納期、他   （全体組立図、各付帯システム配置図  

各パーツ配置・数量・重量・他  

（特殊仕様を除き標準化・工作図展開）  

（特殊仕様を除き各付帯システム別
・　　　系統別に標準図化）  

商品企画・開発業務／情報の流れ  
 

 

(４)　業務情報連携の整備 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技術 

設計 
深夜残 残業 所定内  休日 

作業単価×作業時間×人数×日数＝人件費  

不具合発生状況の影響構造  

作業単価×作業時間×人数×日数＝人件費  

深夜残 残業 所定内  休日 
直接対応工数  
（原因・対策）  

直接対応工数  
（原因・対策）  

共通 
車両 機材 建機  検査 

間接対応工数  
（対応作業）  

建設 
深夜残 残業 所定内  休日 

作業単価×作業時間×人数×日数＝人件費  

待ち工数 
対応工数 

人件費 

外注 
作業単価×作業時間×人数×日数＝人件費  

深夜残 残業 所定内  休日 
対応工数 

（工程・調整・手配）  

外注 
組立費 加工費 材料費  塗装費 

設備・機器  
（撤去・再製作）  

撤去費 据付費 運搬費  その他 

社内 

社外

コンプライアンス

インシデント

現状・業績  

売上 

利益 

コスト 

追加費用 

2017年度 

約１，８００万円  

2018年度 

約２，０００万円  

2019年度 

－ 

ミス・トラブルによる追加費用実績  

(課題とその解決に向けて)  
☆ミス・トラブルの発生源は「基本計画」段階の“勘違い”がほとんど、  
　　したがって、それ以降の全工程に影響を与えてしまっている  
　　影響内容はほとんどが関係範囲の製作し直しであり人材・材料  
　　・加工・仕上げ・運搬・組み立てに至る追加費用は“１案件分”の  
　　基本利益に相当する  
☆見積精度については、ミス・トラブルなく実施された案件のコストを  
　　調査すると利益率・基準；３０％を少し下回る程度であった  
☆課題解決策(たたき台)  
　　業務品質基準の確立・可視化・共有化を図るとともに  
　　出図、情報連携におけるチェック体制を構築する  

(人材育成と力量の発揮のさせ方について)  
☆ミス・トラブルの原因の一つに「業務と人材のミスマッチ」がある  
　これは業務の難易度(必要スキル・力量)の見極めと、入社から  
　どの様な業務経験をさせながらどう育てるかを分析・設計し、  
　基準化し案件業務の人材配置を最適化する手法を構築する  
　（キャリアパス設計）  

 

(５－①)不具合情報の整備 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各部署の役割・推進プロセス

技術部

設計部

建設部

調達

検査

◇プロジェクト推進管理
◇プロジェクト予算管理
◇工程計画管理　 　　　
◇総合調整　 　　　　　　
◇設備設計（社外）　 　　　　　　　　
◇状況・情報管理　 　　　　　　

◇基本性能・機能設計
◇設備・機器設計　 　　
◇運用管理設計　 　　
◇各種指示書・要領書

 
◇設備・機器（メーカー）調達　 　
◇建設（業者・機材・要員）調達
 

◇建屋建設　 　　　　　　
◇設備・機器受け入れ検査　 　　
◇設備・機器据え付け
◇試運転　　　　　　　　

 
◇設備・機器メーカー工場検査　
◇設備・機器受け入れ検査　 　　　
 

引き渡し

寸法・形状 外観不良

取付位置部品無 精度不良

部品不足 部品一部未加工

部品加工劣悪 部品の歪み・損傷

納期遅延

製品不良

強度見直し 安全性見直し

保守点検見直し 設備性能見直し

構造見直し 据付・組立見直し

設計変更

納期設定 書類不備

発注忘れ 協議不備

ＰＪマネジメントミス

設計ミス

図面不良 強度不足

安全不足 精度不連絡

材質・部品 部品忘れ

未記入 調整代

構造欠陥

現説仕様書 施工計画不備

納期管理不備 日程管理の不備

作業指示ミス

現地工事管理メーカ設計ミス

図面不良 強度不足 安全不足

精度不連絡材質・部品部品忘れ

未記入 調整代 構造欠陥

不具合の原因実績体系 

 

(５－②)　不具合の概要と原因体系 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原因コード

設計ミス

製品不良

現地工事管理

メーカ設計ミス

設計変更

ＰＪマネジメントミス

新規追加工事

（大区分） （小区分）

設備・機器コード

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ

Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ

不具合情報

Ｎｏ  

発生日  

工場名  

設備コード  

機器名称  

不具合内容  

記載者・所属  

原因コードＡ  

原因コードＢ  

処置  

不具合発生原因  

処置日  

チェックリスト  

ルール  

不具合対応時間  

不具合発生メーカ  

評価点  

記載者  

確認者  

経過  

経過記入日  

記載者  

確認者  

概算支払費用  

フィードバック項目  

フィードバック 
記入日 

チェックリスト実施日  

ルール化実施日  

システム反映日  

技術 設計 建設 調達

 

 
(５－③)不具合発生状況情報の概要 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設計ミス

図面不良

強度不足

安全不足

精度不連絡

材質・部品

部品忘れ

未記入

調整代

構造欠陥

寸法・形状

外観不良

取付位置部品無

精度不良

部品不足

部品一部未加工

部品加工劣悪

部品の歪み・損傷

納期遅延

現説仕様書

施工計画不備

納期管理不備

日程管理の不備

作業指示ミス

強度見直し

安全性見直し

保守点検見直し

設備性能見直し

構造見直し

据付・組立見直し

納期設定

書類不備

発注忘れ

協議不備

その他

製品不良 現地工事管理 メーカ設計ミス 設計変更 ＰＪマネジメントミス

発生状況 原因分析 再発防止支援 再発防止計画 再発防止策策定支援  チェックリスト化実施日 

原因コード（大区分・小区分）

原因から不具合再発防止を追求する要件  

図面不良

強度不足

安全不足

精度不連絡

材質・部品

部品忘れ

未記入

調整代

構造欠陥

全実績 部・室別
メーカー

別
設備・機器別  発生月別 規模別

部別

室別

設備・機器別

メーカー別

規模別

件数・費用

費用構成

対策実施

防止件数

件数多い

費用大きい

チェック有無

ルール有無

防止費用

記入者

確認者

発生期日

再発構成

再発防止率

再発防止実績 その他

部・室別

対応率

防止目標件数

防止目標費用

チェックリスト化

ルール化

指示書

登録件数・状況

 

 
(５－④)　不具合原因と再発防止追求要件 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【Ⅱ】計画利益  
 

 
 
(１)本質を理解することで経営課題の切り口が見えてくる  
 
 

 
 
(２)本質を理解することで経営課題解決手法が解ける  
 
 

 
 
(３)是非、知っておきたい“WBS”の基礎知識  
 
 

 
(４)コンプライアンス(法令順守)対策イメージ  
 

 
(５)業務WBS・品質基準の可視化・共有化イメージ  
 

 
 
(６)対象業務のキャリア・パスの形成  
 
 

利益計画とは・・・　一般的に企業は将来の目標利益(目標利益＝売上高－費用)を設定し、それを達成  
　　　　　　　　　　　　するために努力します。  
　　 
 
計画利益とは・・・目標利益を達成するために、「商品の見積額＝費用＋計画利益(計画利益率)」と  
　　　　　　　　　　　　　　して、商品の引き合いに対応(見積)し、調整の上、価格が確定し受注となります。  

☆本章では、現状の業績に於ける計画利益確保を著しく阻害する要因を知り、その原因と  
　具体的対策について学習します。  
 

☆経営課題の各事象からその原因を見極めることにより、その主要原因が明らかになり  
　その上手な課題解決手法のあり方を学びます。  

☆組織の位置付け・役割及び目標達成に向けたリーダー・主要マネジメント  
　「業務管理」「危機管理」「人材管理」の基本的考え方や手法について学びます。  
 

☆WBS：Work　Breakdown　Structure　（業務の体系的構造）について学びます。　 　　　　　　　　　　　　　　　  

　 

☆企業は商品事業によって業種区分され、どのモノづくり企業も守らなければいけない法律・条令・他やその業種のみに  
　　守らなければならない規則・ルール・等が多数存在しています。  
　　モノづくり企業が事業を行うに際し社会的責任とこれらの“法令順守”が常に求められいる内容について学びます・  
　　 
 
 

☆モノづくり企業に於ける一般的な不具合の工程別・視点別実態についての基礎知識  
を知り・理解し、自社を当て嵌め不具合実態を明らかにする為の手法について学びます。  

☆組織をあずかるリーダー・主要マネジメントの中に「人材管理」という重要な管理があります。  
　これは組織の要員を実務を通じていかに育成してゆくかを具体的に計画し実践してゆくものです。  
　その基本的考え方や設計手法及び運用手法について学びます。  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ミス・トラブル撲滅、危機の回避  

コンピテンシー養成  

組織の役割・目標の明確化  

品質維持 

 
各組織の役割・責任  

 

WBS最適化  

危機管理 

人材管理 

業務管理 

業務管理 

 
ㇾ 
 

業務管理 

リーダー・主要マネジメントの本質 

 
経営課題 

 

 
実態（事象）  

 

 
原因と解決策  

 

 
 

 
熟練者スキルの伝承  

 

 
スキルが消えてゆく  

 

 
優秀な人材の経験識の可視化・共有化  

 

 
人材管理 

 

 
 

 
リコールリスク対策  

 

 
一瞬で苦労が水の泡  

 

 
対策を業務品質基準に織り込み  

 

 
危機管理 

 

 
 

 
業務効率 

 

 
管理基準が見えない  

 

 
品質を保持した業務効率化  

 

 
業務管理 

 

 
上流 

 

 
組織の役割・目標の達成の為に限られた人材を上手に活用して  

品質を保持しつつその達成に向けたコントロール（誘導）をおこなうこと  

 
部分最適化の深耕  

 

 
製造計画精度の向上と情報連携管理  

 

 
業務管理 

 

 
 

 
ホワイトカラーの生産性向上  

 

 
貢献度が見えない  

 

 
「業績改善・課題解決」に資する具体的役割の明確化  

 

 
業務管理 

 

 
 

 
人材育成 

 

 
「業績改善」に資する人材  

 

 
「業績改善・課題解決」に資するスキルの伝授  

 

 
人材管理 

 

 
 

 
リーダー対応力強化  

 

 
マネジメント力不足  

 

 
目標達成手法と支援ツール  

 

 
業務管理 

 

 
 

 
危機管理力強化  

 

 
危機感・不安感  

 

 
事前ダメージ回避対策の徹底  

 

 
危機管理 

 

 
下流 

 

 
 

 
ミス・トラブル撲滅  

 

 
多発し利益圧迫  

 

 
業務品質基準とチェックリスト  

 

 
業務管理 

 

 
役割；目標管理  

 

経営課題の主要原因とその解決手法 

 
 

(１)本質を理解することで経営課題の切り口が見えてくる 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ミス・トラブル撲滅、危機の回避  

コンピテンシー養成  

組織の役割・目標の明確化  

品質維持 

 
各組織の役割・責任  

 

WBS最適化  

危機管理 

人材管理 

業務管理 

業務管理 

業務管理 

 
組織の役割・目標の達成の為に限られた人材を  

上手に活用して、品質を保持しつつその達成に向けた  
コントロール（誘導）をおこなうこと  

 

注；簡潔に状況把握する為には、  
　　どんな情報が、どのような状態で、いつ必要かを知る、  
　　その時にどんな判断を、何を根拠に下すのか、

挑戦計画・指示  

報告・相談  

人材配置 

担当業務 

案件名  業務WBS  

状況把握 

業務管理 

状況判断・対策  

危機管理 

必要情報入手  

対策指示 

報告 

人材管理 

業務 
レベル 

人材 
レベル 

キャリアパス  

人材育成 

リーダー・主要マネジメントの概要 

 
 

(２)本質を理解することで経営課題解決手法が解ける 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業務WBS・品質基準の可視化・共有化 

 

業務 
人材

所要 
時間

予算 
（数値） 

作業 
状態

チェック 
情報 
連携 

案件（大区分）  

業務名称 

規則 
ルール

承認 

品質基準 

技術 
情報

マニュ
アル 

実績 
資料

参考 
資料

業務WBSモデル  対象業務名  

（小区分）  

（中区分）  

WBS：Work　Breakdown　Structure　・・・業務の体系的構造　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

“｢WBS｣は、業績改善の為の具体的な対策等を折り込んで業務毎の品質基準を形成することができ、それを活用して案件ごとに個々のキャリア・パスを考慮しな
がら最適な人材配置を行いリーダーの挑戦計画の策定・指示を行うことができる。  

更には、指示された業務に対する日々の報告情報からリーダーはリアルタイムに計画と状況を管理視点別にそのギャップを見極めることができ素早い的確な対
策を講じることができる。  

・業務対応レベル　 　　　 
・人材レベル・配置計画  

図書(５ＢＯＸ)  

【応用例】 
※各種研修　※各種セミナー  

　※各種操作講習　※新規××開発  
　※各種行事　※その他  

【高付加価値例】  
※新技術開発　※研究開発　※技術移転  
　※教育プログラム　※各種テスト(ケース)　  

※その他 

【活用例】  
※業務別標準　※案件別　※プロジェクト  

　※特命業務　※保全・保守　※小規模工事  
　※その他　  

認証  人材  設備 工程  コスト  ミストラ  連携 

【視点別状況把握】  

人材管理情報  

・業務品質基準情報(所要時間)  
・挑戦計画情報(所要時間)  

コスト管理情報  

・計画利益を守る為の指示徹底事項  
・ミス、トラブル防止策情報  

リスク管理情報  

・担当の弱を克服支援する為の情報  
・業務品質基準情報　  

業務管理情報  

【ＷＢＳ表示】　リアルタイムの状況把握  

 
 

(３)是非、知っておきたい“WBS”の基礎知識 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業務 
人材

所要 
時間

予算 
（数値） 

法令  情報  PL法 

案件番号・名称（大区分）  

ISO
９００１

ISO
１４００１

J-SOX 
業界 
法規

その他 

WBS対応・危機管理対策徹底対象業務【業務品質】  

対象商品 対象業務名  

部署名 

PL法  安全・安心確保  損害賠償 

欠陥品 

過失 

ISO９００１  品質管理体制  顧客満足 
誤解・不明確 

管理力が弱い 

ISO１４００１  環境にやさしい  信用・信頼の失墜 
材料・材質 

廃油・治療・洗剤 

末端・不正防止策 

J-SOX法  内部統制  訴訟・信用失墜 

末端・ミス防止策 

業界法規 
ISO27001 

ISMS 
大事な情報を守る為のルールを決め実行 

その他  設計ミス  重大事故に繋がる危険性があるもの 

危機管理事案   視点  想定リスク   想定範囲 

ハッカー 

法令(総合)   法令遵守  クレーム・訴訟  
過失 

ハッカー 
情報  安全・安心   損害賠償 

過失 

危機管理事案   視点  想定リスク   想定範囲 

危機管理対象項目と対策の徹底手法  

(個人情報保護法・他)  
 

エンジニアリング・リスクの概要

(本検討対象外事項；プロフェッショナルが存在)  
　　　　　　　　　☆勘定系関係  
　　　　　　　　　☆労働基準法関係  
　　　　　　　　　☆その他  

 
(４)コンプライアンス(法令順守)対策イメージ 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チェックリスト 

チェックリスト 

タイプ別契約書 

•規則・ルール 

a  b  c  d  e  f 
 
g 
 

h 

•参考資料 

タイプ別仕様実績 

タイプ別実績資料 

タイプ別実績図 

タイプ別実績図 

タイプ別実績図 

タイプ別実績図 

•実績資料 

計画マニュアル 

計画マニュアル 

計画マニュアル 

作成マニュアル 

見積マニュアル 

チェックリスト 

計画マニュアル 

チェックリスト 

計画マニュアル 

チェックリスト 

チェックリスト 

チェックリスト 

チェックリスト 

•マニュアル 

連絡マニュアル 

連絡マニュアル 

•連携指示情報 

特許情報 

•実績技術情報 

他社商品情報 

•他社情報  •その他 

客先要望・条件 

現地調査・権利調査 

建設仕様計画 
 

調査 
企画 

実施予算計画 

推進ｽｹｼﾞｭｰﾙ計画 

申請・届出書類作成 
 

申請 
届出 

 
契約締結 

全体配置計画 

製造工程計画・管理 

連携メーカー調整・管理 

造成・基礎計画図 

実行予算計画・管理 

 
基本 
計画 

全体組立図 

各組立図 

電気系統図 

空調装置図 

強度計算書 

 
基本 
設計 

組立要領図 

試運転仕様書 

契約ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理 

保守・メンテ実施 
 

保守 
 

 
企画・開発 

業務ＷＢＳモデル 
（中区分） 

 

規則・ルール   技術情報 マニュアル  実績資料 参考資料 

業務 
人材

所要 
時間 

予算 
（数値） 

作業 
状態 

チェック 
情報 
連携 

案件（大区分） 

業務名称 

規則 
ルール 

承認 

業務品質基準 

参考 
資料 

実績 
資料 

マニュア
ル 

技術 
情報 （小区分） 

（中区分） 

 
計画利益確保（追加費用低減）  

 

 
９－③、業務WBS・品質基準の可視化・共有化イメージ  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１２ 

１０ 

１０ 

１５ 

８ 

８ 

１２ 

１２ 

１０ 

１０ 

１０ 

１５ 

８ 

６ 

１５ 

８ 

６ 

８ 

１５ 

１０ 

１０ 

井上

上田

安倍

木下 

鎌田

久保

井上

木下

鎌田 

井上 

上田 

安倍

久保

奈良

佐々木

久保 

佐々木

奈良

久保

上田

立花

鈴木

鈴木

鈴木

久保

佐々木

立花

立花

人材 
レベル 

客先要望・条件

現地調査・権利調査

建設仕様計画
 

調査
企画 実施予算計画

推進ｽｹｼﾞｭｰﾙ計画

申請・届出書類作成

役所申請・届出

関係機関申請・届出

建設許認可取得

 
申請
届出

契約締結

全体配置計画

製造工程計画・管理

連携メーカー調整・管理

造成・基礎計画図

実行予算計画・管理

 
基本
計画

全体組立図

各組立図

電気系統図

空調装置図

機器取付要領図

強度計算書

 
基本
設計

塗装仕様書

組立要領図

試運転仕様書

部品図

加工要領図

 
詳細
設計 

  工程・品質管理

材料・加工・塗装

仮組立・搬出

造成・基礎工事

 
製造

 
工事 搬入・組立・取付

動作テスト・確認

試運転・引渡し

契約ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理

案件仕様・実績確認

保守・メンテ実施
 

保守
  報告書作成・提出

ご要望対応保守・メンテ

対象業務名  

商品企画・開発業務の概要  
人材 
配置

対応
年数 

８ 

１５ 

C 

C  B  A  C  B  A  C  B  A 

B  A 

キャリア・パス（育成指針）  

２年  ２年  ２年  ２年  ２年  ２年  ３年  ３年  － 

構成機器と運転状況を知る  

Ｃ－Ｃ 

現場を知る  

Ｃ－Ｂ 

制御系を知る  

Ｃ－Ａ 

工程を知る  

B－C 

全体設計を知る  

Ｂ－Ｂ 

仕様設計を知る  

B－A 

客先・契約について知る  

A－Ｃ 

業務全体を知りやれる  

A－Ｂ 

マネジメントを知る  

Ａ－Ａ 

キャリア評価基準  

 
 

(６)対象業務のキャリア・パスの形成 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【Ⅲ】課題発見  
 

(１)世界的ビジネスルールの変革(イメージ)  

(２)次世代イノベーション・ツール　(変革の特徴)  

 
(３)改革の見極め  
  
(４)売上分析  
  
(５)利益分析  
  
(６)コスト分析  
 

 
(７－①)業績傾向分析  
  
(７－②)業績傾向分析  
 

課題発見とは     ・・・　相手が「何としても解決したい」、その想いを引き出すことができてこそ“課題”になります。  
　　　　　　　　　　　　　　  
 
課題発見能力とは・・・「何としても解決したいという意欲」を引き出す能力のことをいいます。  
　　　　　　　　　　　　　　　　　それには、その課題の重要性を具体的且つ論理的に証明することが必要です。  

☆本章では、現状の業績情報から自社を取り巻く経営環境やその特徴、更には改革の必要性及びその方向性な
どを見極める手法を学習します。  
 

☆今、世界は“環境課題”に積極的に取り組んでおり、その影響は様々な産業・業種に及んでいます。  
　　これは“自然・環境に悪影響を及ぼすものは積極的にやめる”ということであり、積極的に取り組まない企業・商品は  
　　多方面から排除されるという「世界的ビジネスルールの変革」ことについて学びます。  

☆これらの課題解決の為の“次世代イノベーション・ツール”には数多くの最先端技術が駆使されています。  
　　そのイノベーション・ツールの基本的考え方や特徴について学びます。  
 

☆自社を取り巻く経営環境や業績（売上・利益・コスト）の実態を明らかにし課題と課題解決及び改善に向けた見極め手法を学びます。  
 

☆自社を取り巻く経営環境の各要因に対しどの様な影響を受けるの傾向にあるのかを明らかにし  
　改善の必要性とその対策の創り方について学びます。  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河川決壊 

地球温暖化 クリーンエネルギー  

台風  大雨  自然災害 

（異常気象）

土砂崩れ 

浸水・冠水  

流木・がれき  

水素社会 

水素発電  蓄電 

（道路・住宅・畑）

（ＣＯ２）

安心・安全  

（重大インシデント）

（堤防決壊）

（化石燃料）

日本・課題  

家屋倒壊 破壊  津波

地震 

（備え・復旧）

少子化  高齢化  人材育成 

（マネジメント）

テロ対策 

公共設備  イベント  重要施設 

（サイバー・テロ行為）

（空港・商業施設）

電気・ガス・水道  

生活  交通  住宅 

鉄道・道路・橋  

仮説住宅 

医療・生活物資  

インフラ復旧  

（迅速対応）

公共設備  イベント  重要施設 

電気・ガス・水道  

鉄道・道路・橋  

イベント会場  

原子力発電所  

（空港・商業施設）

電気・ガス・水道  

鉄道・道路・橋  

イベント会場  

原子力発電所  

（空港・商業施設）

電気・ガス・水道  

鉄道・道路・橋  

イベント会場  

原子力発電所  

医療施設 

電気自動車  

Ａｉ・ロボット  

ビッグデータ  

キャッシュレス  除雪・屋根雪  

専門人材 

対策ソフト  

危機管理 

点検・整備管理  

監視・感知  

老朽化対策  

自動運転 

脱炭素革命  

（再生可能エネルギー）
（太陽光・風力・他）

サプライチエーン  

※　世界は脱炭素革命をスピードアップしている  
　　　【既に世界のビジネスルールは変革している】

 
“自然・環境に悪影響を及ぼすものは積極的にやめる”・・・世界は動いている  

 

・・・取組まない企業（商品）は多方面から排除される  

農村・漁村  

少子化  高齢化  人材育成 

（マネジメント）

人口減少  雇用場所  所得減 

過疎化  福祉崩壊 

（ＩＴと環境課題解決技術の融合型社会の創造）

素材革命 

(１)世界的ビジネスルールの変革(イメージ) 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(２)次世代イノベーション・ツール　(変革の特徴) 

農業 林業 漁業 鉱業

食品 繊維 木材・紙 化学石油・石炭

窒業・土石

鉄鋼 非鉄

金属汎用機械

生産機械

業務機械

電気機械 輸送機械

他製造

電気・ガス・水運輸卸し 不動産

食品 建設

卸し

発電

情報通信

情報サービス

金融

レンタル

宿泊飲食 教育

サービス

一次

二次

三次

ロボット 
（安全に人の  
　　　　手間を省く）

ビッグ
データ

ＡＩ

ＩＴ 
ＩｏＴ

・専門的スキル（知見・技術）  
　・人工知能

課題解決が社会・産業構造を変革する（業種・業務）  

キャッシュレス  

ＡＩ・ロボット  

電気自動車・自動運転  

再生可能エネルギー  

脱炭素（ＣＯ２）・脱プラ  

クリーンエネルギー  

異常気象・災害  

環境保護（素材）  

□業務別・品質基準  
□機会視点別・集積データ  
□目的別・分析データ  

□ＩＣＴ 
□ＧＰＳ・認識・モニタリング  
□センサー・自動制御  

《人材確保が困難な仕事》
　◇高度でも一定ルールでの繰り返し業務  
　◇工場・現場・接客等の単純派遣業務　  

世界的規模での課題   研究・開発の視点   課題解決手法（構図）   必要要素技術  

少子・高齢化   生産性向上  

総合的変革要求  

（具体的課題解決手法の構図）

産業（業種）への影響大  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※誰が、どの様に情報・状況をいち早く・・・確信化 

レート 

経営環境悪化要件  

見極め視点  

□　ビジネスモデルが合っていない（引き合い・入札チャンスの減少）  
□売上が伸びない、減少してきている（トップレベルを見よ）  
□顧客及び顧客の顧客の業績悪化の原因（市場規模縮小）  
□技術革新によるニーズの変化  
□顧客グループの合併・再編  

改革必要性の事象例  

ニーズの変化  

技術革新 

顧客業績 

経済・景気  

顧客グループ  
合併・再編  

※財閥系の動き、金融機関の動き、大手の業績  
注；“ニュース”になっては遅い  

（有無）

新規顧客開拓数  
※競合先動向  
※ニーズ・仕様情報  

業界・技術革新  
新商品投入  

※業界に新技術・新商品の投入・動き  
※異業種の参入・業界再編の動き  

（有無）

顧客の業績  
顧客の顧客の業績  

※業界の動向・顧客の顧客の業績  
※新技術・新商品投入  

（前年度比率）

見積機会件数  
※顧客の業績・実績・要望・他  
※競合情報  

（件数）

トップレベル営業マン  
目標達成率  

 
※トップレベル営業マンの実績  
※トップレベル営業マンの状況・対策情報  
 （前年度比率）

（有無）

現状業績 

追加コスト  

売上 

利益 

コスト 

経営課題

新規事業 
（厳しい売上確保）

（薄くなる利益率）

（膨らむ追加費用）

 

(３)改革の見極め 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景気低迷 

売上目標未達の要因  

売上目標 

 
□トップレベル営業マンの売上・目標達成率の低下  
□顧客が予算化できない案件候補が多い  
□見積機会の減少  
□競合先に負ける（理由？）  
□ある商品需要が無くなってきている  

実績・傾向を見極め的確に対応  

ニーズの変化  

技術革新 

インシデント  
（事故） 

商品競争力  

※利益減少原因の究明と対策  
(未達総額は幾らの売上（受注）に匹敵するのか)  

※凹の対応力アップで売上アップ  
(総売上－最高額－（最高額×人数×７５％)  

※企業の来期予算編成に対応  
※案件化企業からの情報入手手段  

※商品別の増減原因究明と対策  
（仕様最適化や営業方針の明確化）  

※既存顧客売上の増減原因究明と対策  
※新規開拓売上の増減原因究明と対策  

既存顧客   
※既存顧客案件の増減原因究明と対策  
※新規開拓案件の増減原因究明と対策  
 （件数・比率）

（件数・比率）

（件数・比率）

（件数・比率）

（目標達成率）

（件数・達成率）

（目標達成率）
※商品特性（予算）・・・プロジェクト型；利益予算型 

新規顧客 受注案件総数  

既存顧客   新規顧客  受注総額 

【　】 【　】商品別売上  

上半期   下半期  受注月 

最高   最低  個人別売上  

達成   未達  計画利益確保率  

現状業績 

追加コスト  

売上 

利益 

コスト 

経営課題

新規事業 
（厳しい売上確保）

（薄くなる利益率）

（膨らむ追加費用）

 

(４)売上分析 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見積精度 

計画利益阻害要因  

計画利益目標  

□業務品質基準（WBS）はあるか  
□基準の中に明確にミス・トラブル防止策が織り込まれているか  
□チェックリストはあるか  
□再発防止策策定及び徹底手法はあるか  
□IFの時の的確な対応手法はあるか  

どこを見直し改善すれば利益は増すか  

ミス・トラブル  
(対応） 

ミス・トラブル  
(影響) 

インシデント  
（事故） 

個々の対応力  

※再発防止策とその徹底  
※実績管理からIFの時の対応を研究  

※一次対応のスピードと的確化  
※その時に影響最小限化指示  

※時間がかかりすぎるのか？  
※ミス・トラブル対策が不明確？  

※上流工程で対策の徹底  
※上流工程のミスの影響は大きい  

※受注時の利益率、実績利益率  
※見積と受注時の利益率（基準）  

受注時   
※受注時の利益率満足件数、比率  
※客先別、商品別利益率と傾向  
 

（目標達成率）

実績 利益総額 

受注時 
利益率 

実績利益率  利益率 

上流（設計）   下流（現場）  追加費用場所  

業務効率  ミス・トラブル  追加費用原因  

上流（設計）   下流（現場）  追加費用総額  

上流（設計）   下流（現場）  ミス再発率 

（件数・比率・予算）

（件数・比率）

（件数・比率）

（件数・比率）

（件数・費用）

※利益は実績・結果として残るもの・・・ 

（件数・比率）

現状業績 

追加コスト  

売上 

利益 

コスト 

経営課題

新規事業 
（厳しい売上確保）

（薄くなる利益率）

（膨らむ追加費用）

 

(５)利益分析 
 



27

見積精度  

計画利益阻害要因  

計画年間時数  

□個々の対応力の差の集積される  
□業務品質基準（WBS）が不明確  
□見積精度が悪い  
□ミス・トラブル多発  
□明確な指示・報告・相談・状況把握ができてない（マネジメント）  

個々の対応力を見極めて克服支援  

ミス・トラブル  
(対応） 

ミス・トラブル  
(影響) 

インシデント  
（事故）  

個々の対応力  

※現状実績の直接率はいくらか  
※業務実態は？改善の必要は？  

※見積件数、所要時間、対応者  
※見積基準は存在するか  

※事象発生場所、原因場所、対策内容  
※原因の究明と防止策の徹底  

※事象発生場所、原因場所、対策内容  
※原因の究明と防止策の徹底  

※発生場所が上流の時影響が大きい  
※原因究明と対策及びチェックの徹底  

計画・指示  
あり 

 
※業務品質基準（WBS）は存在するか  
※挑戦計画・指示・報告・状況把握されているか  
 

計画・指示  
なし 

業務品質基準  
との差  

上流（設計）   下流（現場）  ミス・トラブル  
件数 

前年度  
 

今年度 
 

直接対応費用  

前年度   今年度  影響費用  

受注時  
 

実績 
 

見積・受注  
とのギャップ  

直接率   間接率  直接率・間接率  

（時数・費用）

（発生原因件数）

（件数・費用）

（時数・費用）

（比率）

（時数・費用）

※品質を保持した業務効率化を・・・ 
（総時間・費用）

現状業績 

追加コスト  

売上 

利益 

コスト 

経営課題

新規事業 
（厳しい売上確保）

（薄くなる利益率）

（膨らむ追加費用）

 

(６)コスト分析 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対象事業部  

対象商品名  

現状体制（要員）  

ホワイトカラー（要員）  

自社の位置付・特徴  

自社の位置・役割  

商品の位置付け  

業界・技術革新  

主要顧客は誰？  

最終顧客は誰？  

顧客予算の種類  

商品競争力の変化  

競合先 

新規参入企業  

新技術・新商品投入  

ニーズの変化  

営業スタイルの変化  

改革分析 

記事 

業績項目 

引合機会件数  

NET引合機会件数  

見積機会件数  

トップ営業目標達成率  

営業平均目標達成率  

前年度  今期  次年度  記事 

主要商品 

売上分析  見積平均利益率  

受注確立 

受注案件総数  

受注総額（売上）  

平均契約額率（見積）  

利益分析  見積利益率  

計画利益確保率  

ミス・トラブル（件数）  

ミス対応費用総額  

実績利益率  

コスト分析  契約時平均コスト率  

実績平均コスト率  

見積コスト精度率  

直接業務率  

間接業務率  

※対象事業の業績傾向分析手法  

 
業績傾向分析①、②  

 

 

(７－①)業績傾向分析 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改革分析 

改革必要性の見極め  

ビジネスモデルが合っていない  

売上が伸びない、減ってきている（トップレベルを見よ）  

顧客及び顧客の顧客の業績悪化が原因（市場規模縮小）  

技術革新によるニーズの変化  

顧客グループの合併・再編による影響  

必要な対応策の概要  

売上分析 

実績・傾向の見極め  

トップレベル営業マンの売上・目標達成率の低下  

顧客が予算化できない案件候補が多い  

見積機会の減少  

競合先に負ける（理由？）  

ある商品需要が無くなってきている  

利益分析 

利益増への見極め  

業務品質基準はあるか  

基準の中に明確にミス・トラブル防止策が織り込まれているか  

チェックリストはあるか  

再発防止策策定及び徹底手法はあるか  

IFの時の的確な対応手法はあるか  

コスト分析 

個々の対応力見極め  

人材配置が不適合（業務レベルと人材対応力レベル）  

業務品質基準が不明確  

見積精度が悪い  

ミス・トラブル防止の為のチェックリストが無い  

明確な指示・報告・相談・状況把握ができてない（マネジメント）  

新商品・新事業  

事業改革 

営業力強化  

〔例〕「業績改善・課題解決」実現の為に必要な  
支援機能の要求仕様分析力の強化  
（最上流部対応力の強化）  
（本構想・システム化モデルの構築）  

IT／ネット対応力   情報システム部  

〔例〕ホワイトカラーの生産性向上を視点とした  
“新しい人事改革手法”の確立とその構築  
（“新しい人事改革手法モデル”の実現）  

人事改革  人事部 

【記事】
ここで必要性が確認された“対応策”については  
別枠でプロジェクト化を検討し合意のもとに  
「基本構想」に織り込みます  

ㇾ 

※対象事業の業績傾向分析結果の取り纏め手法  
 

業績傾向分析①、②  
 

 

(７－②)業績傾向分析 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【Ⅳ】課題解決  
 

 
 
(１)総合的課題と解決への挑戦  
 
 

(２)イノベーション・ツール事例の活用・応用の研究  

(３)次世代イノベーション・ツール　概略仕様体系  

(４)次世代イノベーション・ツール　基本計画イメージ  

 
 
(５)イノベーション構想(可能性)  
 
 

 
(６)“新規事業”実現プロジェクト計画  
 

次世代エンジニアリング手法・・・　自社のエンジニアリングを展開した結果としての”業績”を実態情報から分析・見極  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めて「組織の為に」　「業績改善の為に」　「新規事業の為に」なる様に具体的エンジ　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ニアリング手法の改善・改革策を分析・設計する手法です。  
　　 
 　“イノベーション構想”とは・・・上記の改善・改革手法に自社の保有技術を生かし、次世代の最先端技術を応用・  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駆使した社会の課題解決のための“イノベーション・ツール”(可能性)を創造し、  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構想として取りまとめるたものを“イノベーション構想”といいます。  

☆本章では、世の中の課題解決を視点に、自社技術と最先端技術を駆使・融合したイノベーション・ツールを創造 し  
  “イノベーション構想(可能性)”として取りまとめる手法を学習する。  
 

☆今、世界は“環境課題”に積極的に取り組んでおり、その影響は様々な産業・業種に及んでいます。  
　　また、公的機関・企業・一般人はそれぞれ何の為に、どの様な費目で、かかる費用を投じることができるのかを学びます。  

☆「Society5.0」に対応した最先端核技術要素を活用・応用・駆使した“イノベーション・ツール”の創造手法及び  
　計画手法で策定された概略仕様体系をもとに基本計画イメージ（新商品機能仕様）の取り纏め手法について学びます。  
 

☆「Society5.0」に対応した最先端核技術要素を活用・応用・駆使した“イノベーション・ツール”の創造手法及び  
　計画手法で策定された概略仕様体系をもとに基本計画イメージ（新商品機能仕様）の取り纏め手法について学びます。  
 

☆業績改善や新規事業について調査・分析・設計された結果を「構想構成要件に対応したBefore-After形式で取り纏め」  
　　その全体像をもって“イノベーション構想”の実現性の可能性についての見極め方について学びます。  

☆「構想」の実現に向けて具体化しなければならない要件  
　　・技術的機能の構成や事業化機能の構成を踏まえたプロジェクトの編成（役割分担）  
　　・プロジェクト体制での実現手順・手法・業務・成果物と工程計画  
　　・全工程に係る要員配置と総費用計画  
　　・実現から事業化に対する事業化計画（中長期的事業収支計画）  
　　などを具体化する“実現プロジェクトの概要”計画について学びます。  
 

☆これらの課題解決の為の“次世代イノベーション・ツール”には数多くの最先端技術が駆使されています。  
　　そのイノベーション・ツールの基本的考え方や特徴について学びます。  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“サイバー／テロ行為”  

“難民” 

“自然災害”  

“環境破壊”  

※　顧客は何の為に費用を支払うのか、その対象テーマを押えて初めて挑戦・実現が叶う  

※　基本的に企業は、自社事業の業績向上と経営課題解決  
　　　　及び将来に向けた研究開発に費用を投じる  

（注；一般顧客市場は対象外）  

※　基本的に自社固有技術、ツール、人材（スキル）を基に 

※　自社にふさわしく、品質に確信をもてる範囲で 

※　将来的課題解決型で市場に存在しない商材を実現 

世界の課題

水素社会の到来  
(水素発電＋蓄電・・・電気自動車)  

テロ 

紛争 

クリーンエネルギー  

温暖化

将来的課題解決に向けて 

新商品・新規事業の実現に向けて 

新商品・新事業

企業の課題

　インシデント対策  

生産性向上　  

コンプライアンス

業績改善　

スキル継承

マネジメント

人材育成

次期商品・新事業  

日本の課題

働き方改革  

少子・高齢化

危機管理 

CO2 

ＡＩ／ロボット  

地方創生

インフラ老朽化  

※　企業は、“業績改善と経営課題解決及び新規事業の構想化  
　　　　及びその実現の為の「スキルと力量」を兼ね備えた人材・部隊の育成が急務  

 
 

総合的課題と解決への挑戦  
 
 

 

 
(１)総合的課題と解決への挑戦 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イノベーション・ツール事例 

活用  応用  その他 

 

　イノベーション・ツール事例の活用・応用の可能性を研究する 
 

ＡＩ　ソリューション　ケーススタデイ（ソフト・ソフト＋ハード）( AIの概念・論理構造)
 
ＩｏＴ・ロボット　ソリューション　ケーススタデイ( AI＋IoT・ロボットの概念・論理構造 )
 
 
社会　ソリューション　　ケーススタデイ( 社会的課題解決事例の概念・論理構造 )
 

 
 
企業　ソリューション　　ケーススタデイ( 企業の課題解決事例の概念・論理構造 )
 
 
特殊　ソリューション　　ケーススタデイ( 特殊テーマ解決事例の概念・論理構造 )　

１

２

３

４

５

(２)イノベーション・ツール事例の活用・応用の研究 

課題（テーマ） ビッグデータ 解決情報化 解決設計 特殊技術 ＩｏＴ・ロボット 課題解決システム

（工法ロボット・センサーユニット）（情報概要）

（大義名分）

（目的別情報） （解決手法・手段） （最先端技術） （付加価値創造）

ロボット 
（安全に人の  
　　　　手間を省く）

ビッグ
データ

ＡＩ

ＩＴ 
ＩｏＴ

・専門的スキル（知見・技術）  
　・人工知能

□業務別・品質基準  
□機会視点別・集積データ  
□目的別・分析データ  

□ＩＣＴ 
□ＧＰＳ・認識・モニタリング  
□センサー・自動制御  

課題解決手法（構図）   必要要素技術  

課題解決システム 

AI・IT

 
イノベーション・ツール　概略仕様計画の構図  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課題（テーマ） ビッグデータ 解決情報化 解決設計 特殊技術 ＩｏＴ・ロボット

地域情報・医療情報   医療ネットワーク   映像・遠隔操作 遠隔最新医療  

エリア・捜査情報   リアル映像・熱感知   映像・動物感知 遠隔最新捜索  

エリア・対象情報   自動検知・録画   映像・遠隔操作 遠隔最新研究  

エリア・対象情報 総合支援管理   通信・インフラ機能   ＡＩ多目的支援ブース

ＡＩ災害（医療・食事・風呂・他)支援ブース

ＡＩ公的機関(行政・〒窓口・他)支援ブース

ＡＩ子供(虐待・図書館・食事)支援ブース

☆安全・安心 衛星３Ｄ映像   エリア・対象情報   進捗管理・危機管理   映像・危険自動感知   迅速警告・適格対応  

課題解決

ＡＩ診療ブース

ＡＩ捜索ブース

ＡＩ研究ブース

 
 

ＡＩマネジメントブース

（工法ロボット・センサーユニット）（情報概要）

（大義名分）

（目的別情報） （解決手法・手段） （最先端技術） （付加価値創造）

（自走＋３Ｄ自動展開＋固定型住環境ユニット）

（視覚的警告）

☆安全・安心  

 
☆人命救助  

 

☆自然環境保護  

 
 

☆安全・安心

☆被災者支援  

☆高齢者支援

☆子ども支援  

（会議、発電設備・通信・防音・防震・他）

（上記AIブースの可動・可変型）

（基地・クリーンブース）

☆動物愛護支援
 

ＡＩ動物愛護(保護・医療・衛生・他)支援ブース
 

Ⅲ：社会的課題解決  

（工事現場・クリーンブース）

（僻地医療・被災地支援）

（人命を守る）

（人命を守る）

（生産性向上）

（会議、発電設備・通信・防音・防震・他）

（会議、発電設備・通信・防音・防震・他）

（基地・クリーンブース）

（会議、発電設備・通信・防音・防震・他）

（ドローン連携）

（ドローン連携）

（遭難者）

（ドローン連携）

（自走＋３Ｄ自動展開＋固定型住環境ユニット）

（自走＋３Ｄ自動展開＋固定型住環境ユニット）

（自走＋３Ｄ自動展開＋固定型住環境ユニット）

（人命を守る）

（人命を守る）

（子供を守る）

（動物を守る）

(３)次世代イノベーション・ツール　概略仕様体系 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【ビッグデータ概要】
□衛星３Ｄ映像(地形・道路・現場)  
□事故実績情報  
□工程・トラブル情報  
□その他業務連携情報  

 
 
 
 
 
 
【ＩＴ・ＩｏＴ】
□新しい現場会議の在り方  
□新しい危機察知の在り方  
□新しいリーダー強化の在り方  
 
 
 
 
 
 

【　日本の現場リーダーの対応力強化　】  
※外国人労働者の増加に伴う、戦略的な課題解決型の機能強化を図る  
※リーダーの付帯業務のAI化による余力創造、対応力強化を図る  
□作業員の身を守る為の機能をもつ  
□リーダーの業務を支援する機能をもつ  
□みんなの安全・安心を守る為の機能をもつ  
□危険を事前に察知する機能をもつ
□緊急時の適格・迅速な連携・処理の為の機能をもつ
◇最適な位置に短期間に安価に戦略的“IoT基地”をもつ
　　(増設・移動が可能)(基礎工事不要)
 

基本要求仕様（案）  

システムの概要・特徴  

 
 
 
 
 
【高付加価値化】
□AI・MBがエリア・IoT端末、統合ネットワーク化(総合管理)  
□少数精鋭化への対応力(作業員の安心・安全は日本人の役割)  
□いつでも、必要な時に、必要な場所へ・・・  
 
 
 
 
 

【仮称】　AIマネジメントブース　システム  

解決・開発の視点

現場作業員を守る  

みんなの安心・安全  

衛星３Ｄ映像   エリア・データベース エリア・業務管理 ３Ｄ映像感知・検知

 
対応力強化支援  

 

 
ＡＩマネジメントブース

 
（余力創造・対応力強化）

衛星３Ｄ映像  

※機能一体型  
　　　　　マネジメントブース
①テロ行為防御機能
(異常検知・防御システム)  
②不審者監視  
③現場作業監視  
　(映像・シミュレーション)  
④緊急時対応機能  
　(対応記録・連携機能)  
⑤現場・見守り機能  
　(活動状況管理)  

※リーダーの対応力強化  
①業務処理能力  
②現場監視能力  
③危機管理能力  
④緊急時対応能力  
⑤業務調整・連携能力
※衛星通信・地上通信併用  
※停電時の自力発電機能  

※最適配置・短期建設  
　(基礎工事不要)  
　(増築・移動可能)  
①小型ピラーパイル工法  
②組立ロボット；軸ピラー  
③スチール二重構造パネル
④パネルワンタッチ組立工法  
⑤設備機器不要  
※冠水・浸水対策機能  
　(自動昇降・耐震／制震)

※ＡＩ目的情報の作成手法  
(余力創造：音声で書類化)  
①工事・活動報告の自動化  
②届け出記録の自動化  
③トラブル記録の自動化  
④情報連携記録の自動化  
⑤検知情報の自動連係  
⑥外国語・自動翻訳  
⑦その他 

※ビッグデータ  
①エリア・衛星３Ｄ地理情報  
②エリア・地理情報(道路・他)  
③エリア・住居・施設情報  
④エリア・自然災害実績情報  
⑤エリア・事件事故実績情報  
⑥エリア・トラブル情報  
⑦現場情報
⑧その他(映像追尾)

（ロボット・ユニット工法） （余力創造型支援機能） （AI・MBシステム　）  （地域情報・連携情報　）

（ドローン映像連携）

事故防止力の強化  

現場管理力の強化  

（戦略的IoT　）  

 
 
 
 
 
 
【現場リーダー】  
□新しい危機管理の在り方  
□新しい安全確保の在り方  
□新しい少数精鋭の在り方  
 
 
 
 
 
 

テーマ；ＡＩマネジメントブース計画(事例)  (４)次世代イノベーション・ツール　基本計画イメージ 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☆既存技術活用＋α  
　　(超薄板加工構造物(風雨蜜・防
音)) 
☆既存顧客への貢献からの展開  
☆段階的高付加価値化  

現状の姿（Ｂｅｆｏｒｅ）  実現後の姿（ Ａｆｔｅｒ） 

☆ニーズに変化が起きている  
　　(引合いが極端に減っている)  
☆売上低迷続く  
　　(もう必要性がなくなってきている)  
☆人材が育たない  
　　(新規顧客開拓なし)  
 

 
 
☆案件が少ない  
　(このままだと過剰体制・体制見直し)  
☆ミス・トラブルによる影響多大  
(工程見直し、追加作業、人材再配置)　 　 
　　　　　　  

★現有対応力を強化し余力を新規事業  
★営業～製造～工事／保守までの  
　　　　　　　一貫サービス体制を構築  

　　　 
 

組織の為に　 　　　 
 
 

 

☆リーダーの全体掌握力強化  
　　(日々の対応に追われ余力なし)  
☆危機管理意識が希薄(危ない)  
☆業務品質基準がない  
☆ＷＢＳ／キャリアパス不明確  
　　(最適人材配置・育成に影響)　 　　 

★最適で簡便な主要マネジメント手法を理解・確立  
　　　(支援ツールの有無は別)  
 
　　　　　　  
　　　品質基準の確立・可視化・共有化  
 

　　 
 
 
 
 
 
　 

生産性向上  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

　　 
　 
 

　リーダー　 　　 
　マネジメント  

 
 
 
 

 

★リーダーの余力創出、新たな挑戦  
 
 
★既存事業の業務品質基準確立・徹底  
★人材育成力強化(レベルアップ)  
★組織的危機管理力の強化  

イノベーション　ツール事例の活用・応用の可能性　  

現有体制で対応力強化  

☆見積スピード及び精度が問題  
　　(時間が掛かりすぎ、実績差異)　  
☆ミス・トラブルによる原価追加多い　 　　　
(計画利益確保の阻害要因)  

利益 
★業務品質基準の確立・可視化・共有化  
★チェック体制を確立し、ミス・トラブルを  
　　無くし、計画利益を確保する　  

★業務品質基準の早期確立・チェックの徹底によるミス・トラの撲滅  

イノベーション・ツール事例 

活用  応用  その他 

 

　イノベーション・ツール事例の活用・応用の可能性を研究する 
 

ＡＩ　ソリューション　ケーススタデイ（ソフト・ソフト＋ハード）( AIの概念・論理構造)
 
ＩｏＴ・ロボット　ソリューション　ケーススタデイ( AI＋IoT・ロボットの概念・論理構造 )
 
 
社会　ソリューション　　ケーススタデイ( 社会的課題解決事例の概念・論理構造 )
 

 
 
企業　ソリューション　　ケーススタデイ( 企業の課題解決事例の概念・論理構造 )
 
 
特殊　ソリューション　　ケーススタデイ( 特殊テーマ解決事例の概念・論理構造 )　

１

２

３

４

５

ビッグデータ   ＡＩ  制御(ＩｏＴ・他)  

解決する課題；  

課題解決 

【ターゲット】  

仮称； 

【主要機能】  

【課題解決手法】  
次世代　ＡＩ・イノベーション　ツールの創造 

 
 
 
 

新規事業 
 
 
 
 
 

 

テーマ(課題)  

 
 

新規需要 
 
 
 
 
 
 

 

ＡＩイノベーション　ツール  
自社開発 

まず、新たな需要を生む  
そして、軌道化を考える  

新規事業 

新規需要 

 
 

(５)イノベーション構想(可能性) 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実態・競合の見極め 

差別化・付加価値計画 

目的・目標・役割設定 

事前調査範囲・事項 

 
 

“新規事業”実現プロジェクトの概要  

ＡＩ課題解決手法計画 

試作・検証計画 

課題解決計画 

特殊技術計画 

サービス概要計画 

事業・営業戦略計画 

戦略パートナー計画 

市場・ターゲット計画 

“イノベーション構想”の実現に向けて  

３ 

４ 

１ 

２ 

７ 

８ 

５ 

６ 

１１ 

１２ 

９ 

１０ 

高付加価値化計画 

権利基本仕様計画 

ビジネスモデル計画 

事業化シナリオ計画 

ＡＩイノベーションツール 

事業戦略の確定 

コンセプトの確定 

イノベーション・イメージ 

 
事業計画・予算計画 

 
基本構想取り纏め 

ビジネスモデルの確定 

試作・検証段階計画 

１５ 

１６ 

１３ 

１４ 

１９ 

２０ 

１７ 

１８ 

２３ 

２４ 

２１ 

２２ 

各責任者へのご報告  
(評価・方針)  

ビッグデータ  
課題解決手法  

課題解決設計  

手法・工法ユニット  

特殊技術・IoT  

担当；

課題解決手法  

 
ＡＩ 

イノベーションツール 

 

担当；

事業構造・概要  

担当；

品質管理手法  
品質基準 

“イノベーション構想”実態調査・分析業務区分  

“イノベーション構想”の実現機能構成  

担当； 担当；

ＡＩ・ＩｏＴ・ロボット系(新技術)  

技術系(特殊技術)  

総合調整役(推進・パートナー)  

企画・営業系(ビジネスモデル)  

 
Ｊプロジェクトの役割分担  

（必要機能構成）  
 

品質管理系(関連技術全般)  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

“新規事業”Ｊプロジェクト編成  
(企業構成)  

ビジネスモデル   試作・試験・検証  

【実践プロジェクト創出成果の概要】
１、コンセプト(課題への挑戦)  
２、イノベーション・イメージ(課題解決)  
３、ＡＩイノベーションツール基本設計書  
４、ビジネスモデル  
５、事業戦略(パートナー・ターゲット)  
６、事業計画・予算計画  
７、試作・検証段階計画  

 
 
 

 
 
 

 
 

(1) 
 
 

 
 

(２) 
 
 

 
 

(３) 
 
 

(４) (５) (６) (７) (８) (９)

 
“イノベーション構想”の実現に向けて  

 

 
 

実 
践 
プ 
ロ 
ジ 
ェ 
ク 
ト 
 

３h／日 
×  

１日／週 
× 

約６ケ月 

１
ケ
月 
目 

２
ケ
月 
目 

３
ケ
月 
目 

４
ケ
月 
目 

５
ケ
月 
目 

６
ケ
月 
目 

 
 
 

“新規事業”実現プロジェクト計画段階  
 
 
  試作・試験・検証段階

 
“イノベーション構想” 

 
(評価・方針) (評価・方針)

事業戦略系(戦略パートナー)  

要検討事項  

 
(６)“新規事業”実現プロジェクト計画 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